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先進医療とは、高度な医療技術を用いた治療法で、

公的保険診療の対象に出来るかどうかを評価している最中の先進的な医療技術として認められたものです。

保険診療との併用が認められている自費診療です。

子宮内膜刺激胚移植術

(SEET法)
33,000円 胚培養液を胚移植の数日前に子宮内に注入し、着床に適した環境を作り出す技術です

子宮内膜擦過術

(スクラッチ)
22,000円 胚移植前にスクラッチ(局所内膜を擦過する)を行い、着床しやすくする技術です

ヒアルロン酸を用いた生理学的精子選択術

(P-ICSI)
34,000円 ヒアルロン酸を含有する培地を用いて成熟精子の選択を行う技術です

膜構造を用いた生理学的精子選別術

(ザイモート)
29,000円 遠心分離を行わずに特殊なフィルターと精子の運動性を利用して良好精子を回収する技術です

子宮内膜受容能検査

(ERA)
136,000円 子宮内膜組織を採取し、遺伝子発現を解析して内膜組織が着床に適した状態であるのかを評価する検査です

子宮内細菌叢検査

(EMMA/ALICE)
68,000円 子宮内膜細菌叢が正常であるのか、異常であるのか、またその菌の種類や組成を判断する検査です

子宮内フローラ検査 44,000円 子宮内腔液に含まれる細菌の解析を行い、ラクトバチルス属の占める割合を調べ、着床に適した状態かどうかを評価する検査です

新鮮胚移植の場合 75,000円

凍結融解胚移植の場合 120,000円

先進医療

2段階移植

初期胚移植の数日後に胚盤胞移植を行います。初期胚をまず移植し、胚と子宮内膜のクロストークにより内膜の胚受容能を高め、

数日後に移植する胚盤胞がより高い確率で着床することを期待する治療です。これまで反復して着床・妊娠に至らず、さらにSEET

法で妊娠に至らない方が対象です。


